
                        

      
              

    

松 
 

姫 

 

松
姫
は
、
世
に
も
稀
な
美
し
い
人

で
あ
っ
た
と
い
う
。
織
田
信
忠
と
の

婚
約
が
破
棄
さ
れ
た
後
は
、
一
度
は

婚
約
し
た
身
で
あ
る
か
ら
と
一
生

を
独
身
で
通
し
た
。
そ
し
て
、
女
性

の
不
幸
は
我
が
身
で
沢
山
と
、
全
て

の
女
性
に
幸
せ
を
も
た
ら
し
、
守
り

た
ら
ん
と
誓
願
を
起
こ
さ
れ
た
と

い
う
。
尼
公
の
墓
所
に
は
、
よ
り
幸

せ
を
願
う
女
性
の
参
詣
が
多
い
。 

 
信松尼公肖像画 （京極佳夕画） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
西
八
王
子
駅
南
口
か
ら
、
旧
甲
州

往
還
を
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
南
口
ま
で
、
上
野

原
宿
界
隈
を
歩
く
凡
そ
四
㎞
余
の
行
程
。 

 

市
内
で
一
番
古
い
貯
水
槽
が
あ
る
水
道

道
路
を
見
な
が
ら
、
松
姫
が
眠
る
信
松
院

へ
。
そ
こ
か
ら
東
へ
と
歩
き
、
貴
重
な
資

料
を
収
蔵
し
て
い
る
八
王
子
市
郷
土
資
料

館
へ
。
館
を
出
て
、
八
王
子
城
山
線
を
左

へ
曲
が
り
金
剛
院
へ
。
金
剛
院
の
向
か
い

側
「
時
の
鐘
」
で
知
ら
れ
る
念
仏
院
、
そ

し
て
天
満
神
社
へ
参
る
。
ま
た
旧
道
に
出

て
、
並
木
以
寧
が
眠
る
法
蓮
寺
、
原
胤
敦

や
三
田
村
鳶
魚
ら
が
眠
る
本
立
寺
へ
と
歩

く
。
こ
こ
か
ら
細
道
を
南
へ
と
歩
き
、
欄

方
医
秋
山
義
方
父
子
の
墓
や
お
薬
師
様
で

知
ら
れ
る
観
音
寺
、
そ
し
て
東
源
寺
へ
。

そ
こ
か
ら
国
道
十
六
号
線
を
北
へ
、
旧
道

に
戻
る
。
自
由
民
権
運
動
活
動
拠
点
の
広

徳
館
跡
や
芭
蕉
句
碑
で
知
ら
れ
る
長
心
寺

を
見
る
。
そ
し
て
弘
安
の
板
碑
、
謙
信
遺

愛
の
石
灯
籠
が
安
置
さ
れ
る
興
林
寺
へ
。

小
野
路
を
通
り
、
八
王
子
駅
で
解
散
。 

①
西
八
王
子
駅
南
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台
町
四
丁
目 

 

昭
和
十
四
年
四
月
一
日
開
業
。
昭
和
二

十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
太
平
洋
戦
争

に
よ
る
八
王
子
空
襲
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と

が
出
来
た
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

か
ら
、
都
立
二
商
、
八
王
子
高
校
の
生
徒

の
登
下
校
の
み
南
口
に
臨
時
改
札
口
を
開

設
。
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
国

鉄
西
八
王
子
駅
が
Ｊ
Ｒ
西
八
王
子
駅
に
移

行
。 
            

           

●
水
道
山
横
丁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

散
田
一
丁
目 

 

元
本
郷
町
の
東
京
都
水
道
局
か
ら
散
田

町
に
あ
る
水
道
山
の
散
田
配
水
池
に
、
地

下
パ
イ
プ
を
通
じ
て
水
を
汲
み
上
げ
て
い

る
。
そ
の
地
下
パ
イ
プ
の
上
の
道
路
か
ら

甲
州
街
道
ま
で
が
、
上
（
か
み
）、
下
（
し

も
）
の
水
道
山
横
丁
ま
た
は
水
道
横
丁
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
戦
後
、
人
家
や
ス
ー
パ

ー
、
団
地
が
増
え
、
横
丁
の
道
を
利
用
す

る
人
も
多
く
な
り
、
自
然
と
こ
う
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

ＪＲ西八王子駅南口 

西八王子駅のホーム 
昭和 36 年 所蔵：清水正之 
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②
金
龍
山

信
松
院□

都 

台
町 

宗
派 

曹
洞
宗 

恩
方
心
源
院
末 

本
尊 

釋
迦
牟
尼
佛 

本
山 

福
井
県
永
平
寺 

 
 
 

神
奈
川
県
総
持
寺 

寺
宝 

武
田
軍
軍
船
（
安
宅
船
）
雛
型□

都 
 
 
 

武
田
松
姫
さ
ま
坐
像 

開
山 

仏
国
普
照
禅
師 

開
基 

武
田
信
玄
息
女
松
姫
尼
公 

開
創 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
） 

戦
前
ま
で
松
姫
手
植
え
の
松
が
あ
っ
た

が
、
戦
災
の
た
め
本
堂
、
庫
裡
と
と
も
に

焼
失
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
客
殿
、
昭
和

五
十
年
本
堂
を
再
建
し
た
。 

        

              

●
松
姫
の
生
涯 

 

松
姫
は
、
武
田
信
玄
公
の
四
女
と
し
て

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
九
月
に
生
ま
れ

た
。
父
信
玄
は
、
宿
敵
上
杉
謙
信
と
雌
雄

を
決
す
べ
く
、
川
中
島
に
出
陣
を
し
て
い

た
時
期
に
あ
た
る
。
七
歳
の
時
に
、
織
田

信
長
の
嫡
子
で
当
時
十
一
歳
の
信
忠
と
婚

約
し
た
。 

 

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
信
玄
は
大
群

第一水道踏切 

水道山から見た水道横丁 

信松院全景 

信松尼公坐像 
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を
率
い
て
宿
願
の
上
洛
の
軍
を
起
こ
し
た
。

そ
の
信
玄
の
行
く
手
に
立
ち
塞
が
っ
た
の

が
徳
川
家
康
で
、
浜
松
近
く
の
三
方
ヶ
原

で
合
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
に
織
田
信
長

は
家
康
の
為
に
援
軍
を
送
っ
た
。
こ
の
合

戦
は
信
玄
の
圧
勝
と
な
っ
た
が
、
信
長
が

家
康
に
援
軍
を
送
っ
た
事
で
、
松
姫
と
信

忠
と
の
婚
約
は
破
棄
と
な
っ
た
。
年
が
明

け
た
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
信
玄
は
、

旅
の
途
中
で
病
を
発
し
て
没
し
た
。
信
玄

の
後
を
継
い
だ
勝
頼
も
、
天
正
十
年
（
一

五
八
二
）
三
月
天
目
山
で
自
刃
、
こ
こ
に

甲
斐
源
氏
の
名
門
武
田
家
は
滅
亡
し
た
。 

 

こ
の
時
、
松
姫
は
兄
の
仁
科
五
郎
盛
信

の
居
城
高
遠
城
を
訪
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
織
田
の
軍
勢
が
攻
め
て
く
る
と
い
う
報

せ
に
急
ぎ
甲
府
に
戻
り
、
松
姫
は
幼
い
三

人
の
姫
を
伴
い
、
甲
斐
の
地
を
後
に
し
て

見
知
ら
ぬ
他
国
の
関
東
を
め
ざ
し
て
落
ち

の
び
た
。
幾
多
の
苦
難
の
末
に
た
ど
り
着

い
た
の
が
、
武
蔵
国
横
山
宿
（
八
王
子
）

の
恩
方
村
で
、
ひ
と
ま
ず
金
照
庵
と
い
う

小
庵
に
落
ち
着
い
た
。
そ
の
後
、
近
く
に

在
る
曹
洞
宗
の
名
刹
心
源
院
に
随
翁
舜
悦

卜
山
和
尚
を
訪
ね
、
禅
師
の
下
で
剃
髪
し

仏
弟
子
と
な
っ
た
。
御
年
二
十
二
歳
で
あ

っ
た
。 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
松
姫
は
、

当
時
の
上
野
原
宿
で
水
の
流
れ
も
清
い
御

所
水
に
庵
を
建
て
た
。
松
姫
は
、
武
田
一

族
の
菩
提
を
弔
う
仏
道
精
進
の
日
々
の
傍

ら
、
糸
を
紬
ぎ
、
絹
を
織
る
織
物
の
技
を

里
人
に
伝
え
た
。
ま
た
、
近
隣
の
子
供
達

に
は
手
習
い
を
教
え
た
り
し
て
、
土
地
の

人
か
ら
大
変
慕
わ
れ
、
尊
ま
れ
平
和
な

日
々
を
送
っ
た
。
こ
の
時
松
姫
が
伝
え
た

織
物
が
、
後
世
八
王
子
織
物
と
し
て
発
展

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

さ
て
、
幕
府
は
甲
信
へ
の
備
え
と
し
て

八
王
子
に
千
人
同
心
を
配
置
し
た
。
こ
の

千
人
同
心
は
、
武
田
家
に
仕
え
て
い
た
旧

家
臣
達
で
、
関
東
総
代
官
の
大
久
保
長
安

も
武
田
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
松
姫
は
、
こ

の
武
田
家
旧
家
臣
達
の
支
え
で
も
あ
っ
た
。 

 

時
は
移
り
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四

月
十
六
日
、松
姫
は
永
い
眠
り
に
つ
い
た
。

御
年
五
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
法
名
は
、 

信
松
院
殿
月
峰
永
琴
大
禅
定
尼
で
あ
る
。 

                        

松
姫
逃
避
行
中
の
想
像
ス
タ
イ
ル 

松 姫 尼 公
 

割菱（武田菱） 
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●
木
製
軍
船
ひ
な
形
安
宅
船□

都 
朝
鮮
の
役
（
文
禄
、
慶
長
の
役
）
に
小

早
川
隆
景
が
使
用
し
た
軍
船
の
ひ
な
形
。

松
姫
の
兄
（
仁
科
盛
信
、
当
時
の
高
遠
城

主
）
の
曾
孫
で
あ
る
仁
科
資
真
か
ら
寄
進

さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
船
を
知
る
貴
重

な
も
の
。 

 

安
宅
船
は
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期

の
、
水
軍
で
使
用
さ
れ
た
軍
船
で
あ
る
。

攻
撃
力
、
防
禦
力
、
耐
波
性
に
す
ぐ
れ
、

近
代
の
戦
艦
に
相
当
す
る
と
い
う
。
檜
材

と
竹
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
長
さ
百
ｃｍ
。

二
人
漕
ぎ
櫓
が
四
十
挺
つ
き
、
大
筒
と
鉄

砲
の
装
備
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

         

●
木
製
軍
船
ひ
な
形
関
船 

 

関
船
は
、
一
人
漕
ぎ
の
櫓
が
四
十
二
挺

つ
い
た
、
長
さ
八
十
ｃｍ
の
中
型
船
で
、
い

わ
ゆ
る
巡
洋
艦
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

速
力
を
出
す
た
め
の
、
波
切
り
の
よ
い
鋭

角
的
な
船
首
を
持
ち
、
細
長
い
船
型
で
あ

る
。 

                

●
布
袋
尊 

 

七
福
神
の
中
で
唯
一
実
在
し
た
と
云
わ

れ
て
い
る
。
中
国
後
梁
の
頃
の
高
僧
で
、

布
袋
和
尚
は
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
人
柄

で
あ
っ
た
。
愛
敬
富
財
、
鷹
揚
和
合
、
度

量
無
限
の
福
徳
を
そ
な
え
、
家
庭
円
満
の

神
様
で
あ
る
。
そ
の
他
境
内
に
は
、
聖
観

世
音
菩
薩
、
穴
守
稲
荷
大
明
神
な
ど
が
祀

ら
れ
て
い
る
。 

              

布 袋 尊 

軍船模型関船 

軍船模型安宅船 
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●
台
町 

 

八
王
子
市
東
部
、
市
街
地
の
西
南
寄
り

に
あ
る
。
散
田
丘
陵
の
先
端
部
か
ら
北
側

に
か
け
て
の
位
置
。
大
正
六
年
（
一
九
一

七
）
十
月
一
日
町
名
改
正
に
よ
り
、
新
横

山
町
の
地
が
台
町
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十

七
年
（
一
九
七
二
）
住
居
表
示
を
実
施
し

誕
生
。
江
戸
時
代
の
新
横
山
村
の
一
部
。 

  

③
八
王
子
市
郷
土
資
料
館 

 

上
野
町 

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
開
館
。

井
上
郷
太
郎
氏
（
元
市
教
育
委
員
・
陶
芸

家
）
か
ら
の
考
古
資
料
（
井
上
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
）
の
市
へ
の
寄
贈
を
契
機
に
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ

れ
た
。八
王
子
市
の
考
古
資
料
を
は
じ
め
、

民
俗
資
料
・
古
文
書
な
ど
三
万
点
以
上
の

資
料
を
有
し
、
八
王
子
の
郷
土
文
化
の
研

究
・
調
査
・
学
習
の
場
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。 

              
●
体
験
学
習
と
主
な
刊
行
物 

 

郷
土
資
料
館
で
は
、
通
常
展
示
の
他
に

特
別
展
示
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
族
の
体
験
学
習
な
ど
多
彩
な
催
し
も
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
刊
行
物
と
し
て
は
、

「
市
の
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
」、「
資
料
館

研
究
紀
要
」、「
八
王
子
名
勝
志
」、「
展
示

図
録
」
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

                        

資料館内部 資料館刊行物 

八王子市郷土資料館 
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●
屋
外
展
示
場 

 

資
料
館
の
外
庭
に
は
、
貴
重
な
石
塔
や

石
仏
が
二
十
数
点
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

中
に
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
千

人
同
心
の
庚
申
講
が
建
立
し
た
庚
申
塔
が

あ
り
、
三
十
二
名
の
名
が
刻
ま
れ
、
植
田

孟
縉
の
名
も
あ
る
。
ま
た
、
関
東
十
八
代

官
設
楽
能
政
の
墓
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い

る
。 

              

●
都
立
第
二
商
業
高
等
学
校
・

八
王
子
高
等
小
学
校
の
碑 

 

新
し
く
完
成
し
た
消
防
署
北
東
の
角
に

は
、
再
建
さ
れ
た
「
東
京
府
立
第
二
商
業

学
校
」「
八
王
子
高
等
小
学
校
（
現
在
の
第

七
小
学
校
）
敷
地
云
々
」
と
刻
ま
れ
た
芳

名
碑
と
自
然
石
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
東
京
府
立
第

二
商
業
高
等
学
校
と
し
て
、
上
野
町
七
五

番
地
、
以
前
の
八
王
子
市
民
会
館
跡
地
に

開
校
し
た
。
大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
一

九
二
六
）
に
八
王
子
市
立
商
業
公
民
学
校

を
併
設
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月

夜
間
課
程
を
設
置
し
た
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
戦
時
体
制

に
よ
り
多
摩
工
業
学
校
（
機
械
科
）
を
併

設
。翌
年
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
校
舎
全
焼
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
新
学
制
に

よ
り
現
校
名
と
な
り
、昭
和
二
十
八
年（
一

九
五
三
）
区
画
整
理
に
よ
り
現
在
地
に
移

転
し
た
。
昭
和
五
十.

年
全
国
初
情
報
処
理

科
を
新
設
、
商
業
科
と
情
報
処
理
科
の
二

科
制
と
な
る
。（
都
立
第
二
商
業
高
等
学
校

は
現
在
の
都
立
八
王
子
拓
真
高
等
学
校
） 

出
身
者
に
は
俳
優
の
中
条
静
夫
、
南
原

宏
二
、
詩
人
の
三
吉
豊
一
郎
、
歌
手
の
東

山
明
美
、
タ
レ
ン
ト
の
小
川
み
ど
り
等
。

同
窓
会
は
「
桑
友
会
」 

 

ま
た
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は

東
京
府
立
第
二
商
業
学
校
が
創
立
さ
れ
、

そ
の
一
部
を
借
用
し
、
翌
年
八
王
子
尋
常

高
等
小
学
校
が
四
月
に
開
校
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
王

子
第
七
国
民
学
校
と
改
称
。
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
八
王
子
空
襲
で
校
舎
を
焼

失
。
市
の
工
場
、
教
会
、
神
社
な
ど
で
分

散
授
業
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
八
王
子
市

立
第
七
小
学
校
と
改
称
し
、
現
在
の
本
校

舎
の
落
成
と
な
る
。 

       

庚 申 塔 関東十八代官  
設楽能政の墓 

八王子高等小学校 
芳名碑 
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④
別
格
本
山
慈
高
山

金
剛
院 

都 上
野
町 

宗
派 

高
野
山
真
言
宗 

本
尊 

不
動
明
王 

寺
宝 

紙
本
着
色
高
野
山
図
絵 

六
曲
屏
風
一
隻□

都 

紙
本
着
色
西
王
母
図 

六
曲
屏
風
一
双□

都 
 
 
 

菅
原
道
真
公
直
筆 阿

弥
陀
如
来
一
巻 

開
基 

安
土
桃
山
時
代
の
僧
・
真
清
上
人 

開
創 

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
の
中
興 

 

江
戸
末
期
に
は
、
表
門
、
鐘
楼
、
本
堂
、 

庫
裡
、
観
音
堂
を
擁
し
て
い
た
が
、
八
王 

子
空
襲
に
よ
り
焼
失
。
戦
後
、
檀
徒
の
支 

援
に
よ
り
、
大
本
堂
、
書
院
、
庫
裡
、
仏 

教
文
化
セ
ン
タ
ー
金
剛
院
会
館
の
建
築
が 

な
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
境
内
に
整
備
さ 

れ
た
。 

              

             

●
紙
本
着
色
高
野
山
図
絵 

高
野
山
全
山
を
四
季
に
分
け
て
鳥
瞰
し

た
絵
図
。
中
央
に
は
寺
院
、
山
門
、
諸
山
、

河
川
な
ど
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
作

者
は
不
詳
。
画
法
、
書
体
等
か
ら
、
寛
文

年
間
前
後
（
一
六
六
○
前
後
）
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
当
画
の
様
な
高
野
山
絵
図
の

遺
作
は
少
な
く
、
江
戸
時
代
の
画
風
を
伝

え
る
貴
重
な
絵
画
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。 

東京府立第二商業学校の碑 

本 堂 内 

金剛院全景 
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●
紙
本
着
色
西
王
母
図 

伝
来
は
不
詳
、
落
款
に
「
狩
野
春
笑
筆
」

と
あ
る
。
西
王
母
は
中
国
崑
崙
山
に
住
む

と
い
う
仙
女
。
漢
の
武
帝
の
時
、
帝
に
桃

七
個
を
す
す
め
た
と
い
う
故
事
を
題
材
に

し
た
も
の
。
三
千
年
に
一
度
花
が
咲
き
、

長
寿
の
仙
桃
を
持
つ
仙
女
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。左
隻
、老
人
が
仙
桃
を
篭
に
入
れ
、

帝
王
に
話
し
か
け
る
様
子
。
右
隻
は
、
侍

女
が
仙
桃
を
西
王
母
に
献
上
し
よ
う
と
す

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。 

                        

                        

紙本着色高野山図絵 
（金剛院蔵） 

紙本着色西王母図（上）左隻  （下）右隻  （金剛院蔵） 
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●
「
八
王
子
八
福
神
」
福
禄
寿 

 

金
剛
院
で
は
、
八
王
子
八
福
神
の
一
つ

福
禄
寿
を
祀
っ
て
い
る
。 

福
禄
寿
は
、
背
が
低
く
、
長
い
頭
に
長 

い
髭
、
経
巻
を
結
び
つ
け
た
杖
を
持
ち
、

鶴
を
伴
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
南
極
星

の
化
身
で
、
幸
福
を
授
け
る
と
い
う
。 

           

●
萩
原
彦
七
の
墓 

 

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
四
月
九
日
、

神
奈
川
県
相
模
国
愛
甲
郡
依
知
村
に
生
ま

れ
、小
門
町
の
萩
原
家
の
婿
養
子
と
な
る
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
明
治
二
十

六
年
（
一
八
九
三
）
の
間
に
、
旧
西
中
野

町
に
機
械
製
糸
工
場
、
養
蚕
伝
習
所
を
設

立
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
三
年
（
一

九
○
○
）、
浅
川
に
自
費
で
橋
を
架
け
、
後

に
「
萩
原
橋
」
と
命
名
。「
織
都
三
人
男
」

の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
は
、
金

剛
院
に
眠
る
。 

           

●
隕
石
の
話 

 

今
か
ら
約
二
百
年
前
に
八
王
子
や
三
多

摩
地
方
に
隕
石
が
落
ち
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

十
二
月
二
十
九
日
未
の
刻（
午
後
二
時
頃
）、

上
野
原
金
剛
院
の
脇
の
忠
七
の
麦
畑
、
大

和
田
河
原
、八
幡
宿
、新
田
高
倉
そ
れ
に
、

日
野
宿
、
日
野
本
郷
（
日
野
市
）、
落
合
村

（
多
摩
市
）
に
落
ち
た
と
い
う
。「
光
り
物

が
空
中
を
飛
び
」
な
ど
の
話
し
が
残
っ
て

お
り
、
一
ｍ
以
上
の
穴
が
あ
い
て
い
た
と

い
う
。
そ
の
後
の
扱
い
は
不
明
で
あ
る
。 

                

福 禄 寿 

隕石の文献 

萩原彦七の墓 
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⑤
時
鐘
山

念
仏
院 

 

上
野
町 

宗
派 

時
宗 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

寺
宝 

梵
鐘 

           

●
時
の
鐘 

時
の
鐘
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
元
禄

十
二
年
（
一
六
九
九
）
八
日
市
宿
名
主
新

野
与
五
右
衛
門
の
発
願
に
よ
り
、千
人
頭
、

同
心
を
は
じ
め
十
五
宿
の
町
民
の
協
力
に

よ
り
鋳
造
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

の
八
王
子
空
襲
に
よ
り
鐘
楼
は
焼
失
し
た

が
、
昭
和
二
十
七
年
に
再
建
さ
れ
た
。
鐘

銘
に
「
武
州
多
西
郡
八
王
子
町
時
之
鐘
」

と
八
王
子
町
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
上
野
原
晩
鐘
と
し
て
「
上
の
原
ふ
り

さ
け
見
れ
ば
夕
風
に 

梢
は
れ
ゆ
く
入
相

の
鐘
」
と
詠
ま
れ
た
名
鐘
。 

         

●
念
仏
院
の
鐘 

鋳
造
年 

元
禄
十
二
卯
巳
歴（
一
六
九
九
） 

 
 
 
 

七
月
吉
祥
日 

鋳
物
師 

御
鋳
物
師 

椎
名
伊
豫 

総 

高 

一
五
二
・
〇
㎝ 

龍 

頭 

三
七
・
五
㎝ 

（
笠 

高
） 

一
一
・
五
㎝ 

（
鐘
身
高
） 

一
〇
三
・
〇
㎝ 

（
乳
の
間
） 

五
段
五
列×

四
区 

＝
一
〇
〇
個 

（
池
の
間
） 

縦
三
七
・
三×

 

横
四
四
・
四
／ 

 
 
 
 
 

四
一
・
七×

四
区 

（
口 

径
） 

七
九
・
〇
㎝ 

（
駒
の
爪
） 

八
・
三 

（
撞 

木
） 

松 

（
撞 

座
） 

一
三
・
六×

二
カ
所 

＝
三
二
・
六
／
一
九
・
〇 

（
撞
座
位
置
）
二
五
・
〇
％ 

           
梵 鐘 

梵鐘各部分の名 

撞座拓影 
鐘をつく部分 

念仏院全景 
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●
念
仏
地
蔵
尊 

 

念
仏
院
の
敷
地
、
右
側
に
念
仏
地
蔵
尊

が
立
っ
て
い
る
。
そ
の
周
り
に
は
、
小
さ

な
地
蔵
や
墓
石
が
幾
つ
も
安
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
地
蔵
や
墓
石
は
、
身
元
不
明
者

や
売
ら
れ
て
き
た
女
工
、
遊
女
、
そ
れ
に

生
活
苦
か
ら
口
減
ら
し
の
た
め
に
始
末
し

た
水
子
の
も
の
で
、
全
部
が
女
性
の
石
物

だ
と
い
う
。
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
も
の

が
多
く
、
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
念
仏
院

か
ら
さ
ほ
ど
遠
い
所
で
は
な
い
と
い
う
。 

            

                       

⑥
天
満
神
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
野
町 

勧
請 

金
剛
院
開
基
真
清
上
人 

祭
神 

菅
原
道
真 

社
宝 

菅
原
公
真
蹟
阿
弥
陀
経
一
巻 

例
祭 

七
月
二
十
五
日 

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
別
当
寺
の
金

剛
院
の
開
基
真
清
上
人
が
天
満
社
を
創
立

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
八
王
子
空
襲

の
戦
禍
に
よ
り
焼
失
し
た
が
、
昭
和
三
十

一
年
（
一
九
五
六
）
に
再
建
さ
れ
た
。
石

標
の
「
天
満
社
」
は
元
文
部
大
臣
天
野
貞

祐
の
揮
毫
で
あ
る
。 

          
水子地蔵 女工（織子） 

天満神社 

念仏地蔵尊 
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⑦
長
祐
山

法
蓮
寺 

上
野
町 

宗
派 

日
蓮
宗 

池
上
本
門
寺
末
寺 

本
尊 

久
遠
の
本
師
釈
迦
牟
尼
仏 

寺
宝 

池
上
本
門
寺
八
十
世
御
本
尊 

開
山 

得
善
院
日
甄 

開
基 

檀
越
虎
見
主
馬
之
助
源
兼
行 

開
創 

天
正
元
年
（
一
五
七
三
） 

 

創
建
時
は
、
滝
山
城
下
に
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
元
八
王
子
に
移
転
。
更
に
現
在
地

に
移
転
し
た
。
本
堂
は
八
王
子
空
襲
の
戦

禍
に
よ
り
焼
失
、
現
在
の
本
堂
は
戦
後
の

再
建
。 

                        

●
並
木
以

な

み

き

い

寧ね
い

の
墓 

並
木
以
寧
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

か
ら
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）、
千
人
同
心

組
頭
で
虎
見
良
蔵
と
い
っ
た
。
医
業
を
行

い
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
「
養
老

畑
」を
設
置
し
庶
民
の
救
済
費
に
あ
て
た
。

書
道
の
弟
子
も
多
く
、墓
は
臥
牛
に
乗
り
、

墓
石
に
門
弟
五
百
余
人
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

              

天満神社 

法蓮寺全景 本 堂 内 

虎見家之墓 並木以寧（源以寧）の墓 
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●
背
切
地
蔵 

 

法
蓮
寺
墓
所
の
入
口
に
、
背
を
切
ら
れ

た
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の

在
所
滝
山
城
下
か
ら
今
の
地
に
移
さ
れ
た

も
の
。
一
説
に
は
、
武
田
信
玄
公
の
娘
松

姫
等
が
逃
避
行
の
際
、
お
伴
で
こ
の
地
に

来
た
人
ゆ
か
り
の
地
蔵
で
は
な
い
か
と
い

う
が
詳
細
は
判
ら
な
い
。
哀
れ
を
秘
め
た

地
蔵
様
と
し
て
、
今
で
も
小
石
を
手
向
け

る
人
が
い
る
。 

             

⑧
長
光
山

本
立
寺 

 

上
野
町 

宗
派 

日
蓮
宗 

身
延
山
久
遠
寺
末
寺 

本
尊 

久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
仏 

寺
宝 

開
運
延
寿
祖
師
（
日
蓮
聖
人
像
） 

開
基 

本
立
院
日
建
上
人 

開
創 

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
） 

滝
山
城
下
に
創
建
す
る
が
、
そ
の
後
、

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
現
在
地
に
千
人

頭
原
胤
従
（
は
ら
た
ね
つ
ぐ
）
が
中
興
開

基
し
た
。当
初
は
、真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、

江
戸
期
に
は
日
蓮
宗
の
寺
と
な
っ
た
。 

 
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）

に
関
東
十
八
代
官
の
一
人
近
山
五
兵
衛
が

再
興
。
総
門
、
本
堂
、
回
廊
、
鐘
楼
、
祖

師
堂
を
擁
し
た
寺
域
を
誇
っ
て
い
た
。
そ

の
後
戦
禍
に
遭
い
、
建
物
と
共
に
千
人
同

心
川
村
小
七
郎
が
寄
植
し
た
枝
垂
桜
（
日

本
百
桜
の
一
つ
）
も
焼
失
し
た
。 

昭
和
二
十
三
年
、
本
堂
を
再
建
、
そ
の

後
、
総
門
、
庫
裡
を
再
建
。
総
門
、
本
堂
、

庫
裡
、
祖
師
堂
、
浄
行
菩
薩
堂
を
整
え
、

現
在
に
至
る
。 

                       

背
切
地
蔵 

本立寺全景 日蓮上人 
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●
毘
沙
門
天
と
摩
利
支
天 

 

日
蓮
聖
人
像
の
左
側
に
は
八
王
子
八
福

神
の
一
つ
、
勇
気
を
授
け
る
武
運
の
毘
沙

門
天
が
、
右
側
に
は
護
身
、
蓄
財
の
神
摩

利
支
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
毘
沙
門
天
は

普
通
、
剣
や
鉾
を
も
っ
て
い
る
が
、
本
立

寺
の
毘
沙
門
天
は
長
刀
（
な
ぎ
な
た
）
を

持
つ
と
い
う
大
変
珍
し
い
姿
を
し
て
い
る
。 

               

●
浄
行
菩
薩 

 

浄
行
菩
薩
は
、
我
々
の
悪
し
き
行
い
や

体
の
悪
い
と
こ
ろ
を
浄
め
て
く
れ
る
菩
薩
。

病
気
や
怪
我
の
箇
所
を
、
タ
ワ
シ
で
菩
薩

の
体
を
借
り
て
洗
い
清
め
る
も
の
。
祈
願

が
成
就
し
た
と
き
は
、
新
し
い
タ
ワ
シ
を

奉
納
す
る
と
い
う
。
今
で
も
多
く
の
人
が

お
参
り
を
し
て
い
る
。 

              

●
原
半
左
衛
門
胤
敦
の
墓□

都 

原
胤
敦
（
は
ら
た
ね
あ
つ
）
は
、
千
人

頭
で
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
蝦
夷
地

御
用
を
命
じ
ら
れ
、
北
海
道
の
白
糠
に
着

任
し
た
。
又
、
弟
胤
暉
（
た
ね
て
る
）
は
、

勇
払
（
現
、
苫
小
牧
）
と
二
手
に
分
か
れ

て
警
備
と
開
拓
の
任
に
つ
い
た
。
こ
れ
が

縁
で
昭
和
四
十
八
年
に
八
王
子
市
と
苫
小

牧
市
が
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
だ
。 

胤
敦
は
江
戸
時
代
の
地
誌
「
新
編
武
蔵

風
土
記
稿
」
の
編
纂
に
も
従
事
し
た
。 

           

摩利支天 

原胤敦の墓 

浄行菩薩 

毘沙門天 
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●
三
田
村

み

た

む

ら

鳶
魚

え
ん
ぎ
ょ

の
墓 

明
治
三
年
～
昭
和
二
十
七
年
、
江
戸
研

究
家
。
大
横
町
に
生
ま
れ
、
自
由
民
権
運

動
に
参
加
。
坪
内
逍
遥
ら
と
車
人
形
の
研

究
や
保
存
に
も
努
力
し
た
。
終
焉
の
地
山

梨
県
下
部
温
泉
に
、「
三
田
村
鳶
魚
終
焉
之

地
」
の
碑
が
あ
る
。
主
な
著
書
と
し
て
は
、

「
大
衆
文
芸
評
判
記
」
「
時
代
小
説
評
判

記
」「
江
戸
ば
な
し
」
な
ど
が
あ
る
。 

              

●
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑 

 

阿
弥
陀
三
尊
の
種
子
を
刻
ん
だ
美
し
い

板
碑
で
、
南
北
朝
時
代
初
期
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
の
紀
年
銘
が
あ
る
。
緑
伝

片
岩
、
高
さ
百
二
十
六
ｃｍ
、
幅
三
十
四
ｃｍ 

石
面
に
彫
ら
れ
た
二
十
八
文
字
は
、「
そ
の

男
女 

追
修
の
福
を
以
て 

大
金
光
有
り 

地
獄
を
照
ら
し 

光
中
微
妙
の
法
を
演
説

す 

父
母
を
開
悟
し
發
意
せ
し
む
」
と
の

解
釈
が
あ
る
。 

            

●
里
帰
り
の
八
重
紅
枝
垂
桜 

 

こ
の
桜
は
、
市
内
横
山
町
に
在
住
の
金

子
吉
蔵
氏
が
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
京

都
の
造
園
よ
り
苗
を
八
王
子
に
移
植
し
た

二
本
の
う
ち
の
一
本
で
、
平
成
三
年
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
。
親
木
は
、
平
安
神
宮
が

創
建
さ
れ
た
明
治
二
十
八
年
仙
台
市
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
さ
ら
に
は
近
衛
家
に

伝
来
し
た
「
糸
桜
」
を
津
軽
藩
主
が
持
ち

帰
り
育
て
、
再
び
京
都
に
帰
し
た
こ
と
で

「
里
帰
り
の
桜
」と
呼
ば
れ
た
。そ
の
後
、

親
木
の
穂
木
と
接
木
し
た
の
が
、こ
の「
八

重
紅
枝
垂
桜
」
と
い
う
。
平
安
神
宮
の
こ

の
桜
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
「
細
雪
」
に
も

登
場
し
て
い
る
。 

        

晩
年
の 

三
田
村
鳶
魚 

三田村鳶魚の墓 

八重紅枝垂れ桜 

建部三年（一三三六） 
室町幕府の制定 

阿弥陀三尊種子板碑 
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【
上
野
原
宿
】 

 

江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
の
宿
名
。
八
王

子
横
山
十
五
宿
の
う
ち
の
一
つ
。
明
治
十

五
年
（
一
八
八
二
）
八
王
子
上
野
町
と
な

る
。
現
在
の
上
野
町
に
あ
た
る
。
上
野
原

の
地
名
は
各
地
に
あ
り
、
一
段
高
い
地
を

こ
う
呼
ん
で
い
る
。 

  

●
上
野
町 

 

市
街
地
の
西
南
部
に
あ
る
。
明
治
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）
八
王
町
の
成
立
に
よ

り
八
王
子
上
野
町
が
上
野
町
と
な
っ
た
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
一
日
、
町

名
改
正
に
よ
り
町
名
が
確
定
。
八
王
子
市

制
施
行
を
経
て
今
日
に
至
る
。 

     

⑨
南
清
山
一
乗
院

観
音
寺 

 

万
町 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

恩
方
宝
生
寺
末 

本
尊 

十
一
面
観
世
音
菩
薩 

開
山 

頼
仙
法
印 

開
創 

室
町
時
代
（
一
四
六
○
） 

境
内
「
薬
師
堂
」
の
別
当
寺
で
あ
る
。 

現
在
の
本
堂
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
）
青
梅
か
ら
移
築
し
た
も
の
で
、
向
拝

（
ご
は
い
・
こ
う
は
い
）
の
彫
刻
群
は
、

仏
師
佐
藤
光
重
の
作
品
。 

本
堂
屋
根
棟
の
両
端
に
は
、二
つ
の「
擬

宝
珠
（
ぎ
ぼ
う
し
ゅ
）
」
の
造
り
を
持
つ
、
関

東
地
方
で
は
唯
一
の
造
り
と
い
う
。
ま
た

山
門
は
、
千
人
頭
中
村
氏
の
屋
敷
門
を
移

築
し
た
も
の
。 

境
内
に
は
蘭
方
医
秋
山
義
方
、
左
蔵
父

子
の
墓
、
下
犬
目
か
ら
飛
来
し
た
と
い
う

霊
像
を
祀
る
観
音
堂
な
ど
が
あ
る
。 

 ＊
向
拝
：
社
殿
仏
殿
の
張
り
出
し
た
部
分 

  

                        

観音寺全景 
本 堂 
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●
お
薬
師
様 

 

観
音
寺
境
内
に
薬
師
堂
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
本
尊
薬
師
如
来
は
、
犬
目
の
「
峰
の

薬
師
」
と
も
称
さ
れ
、
天
正
年
間
（
一
五

七
三
～
九
一
）
犬
目
村
よ
り
現
地
に
移
転

し
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
本
尊
は
、
犬

目
村
祥
雲
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

四
四
）
御
朱
印
薬
師
領
五
石
を
拝
領
し
て

い
る
。
観
音
寺
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八

九
七
）
四
月
の
八
王
子
大
火
で
焼
失
し
た

第
三
小
学
校
の
仮
教
室
に
も
充
て
ら
れ
て

い
た
。 

          

●
秋
山
義
方
父
子
の
墓 

 

秋
山
義
方
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
人
。 

 

椚
田
村
千
人
同
心
飯
田
氏
の
子
と
し
て

生
ま
れ
た
。
五
歳
の
時
子
安
村
秋
山
氏
の

養
子
と
な
り
、
蘭
学
を
学
び
眼
科
医
を
子

安
町
に
開
業
。
当
初
義
庵
と
名
乗
っ
た
こ

と
か
ら
「
義
庵
さ
ん
の
目
薬
」
と
親
し
ま

れ
た
。
そ
の
息
子
佐
蔵
は
、
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
か
ら
明
治
二
十
年
（
一
八

八
七
）
も
義
方
を
名
乗
り
、
安
政
年
間
（
一

八
五
四
～
六
〇
）
医
学
書
の
翻
訳
も
行
っ

た
。
の
ち
に
陸
軍
医
総
監
に
も
な
っ
た
。 

          

十一面観世音菩薩像 
本堂屋根棟の二つの擬宝珠 

峰の薬師堂内 

秋山義方父子の墓 
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●
石
垣
に
寄
付
名 

 

観
音
寺
入
口
の
石
垣
に
は
、
寺
の
再
建

な
ど
に
寄
付
し
た
人
達
の
名
前
が
数
カ
所

刻
ま
れ
て
い
る
。「
加
島
屋
家
中
」、
七
人

の
「
城
所
」
の
寄
付
者
の
名
前
が
残
っ
て

い
る
。 

                 

⑩
寛
元
山

東
源
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
町 

宗
派 

曹
洞
宗 

恩
方
心
源
院
末 

本
尊 

釋
迦
如
来 

寺
宝 

地
蔵
尊
・
如
意
輪
観
音 

開
山 

幽
山
格
上
人 

開
基 

森
原
法
山
大
和
尚 

開
創 

寛
文
元
年
（
一
六
六
二
） 

 

江
戸
期
の
頃
は
、
東
源
庵
と
呼
ば
れ
、

代
々
尼
僧
が
住
ん
で
い
た
。
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
○
）
心
海
知
請
尼
が
亡
く
な

り
、
手
続
き
の
不
備
か
ら
昭
和
三
年
迄
、

寺
院
の
権
能
を
失
い
寺
領
没
収
の
寸
前
で

あ
っ
た
。
山
梨
県
福
泉
寺
住
職
の
森
原
法

道
が
住
持
織
を
辞
し
、
東
奔
西
走
の
末
東

源
庵
の
住
持
と
な
っ
た
。
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
七
月
二
十
日
、
再
創
免
贖
を
下

付
さ
れ
、
東
源
庵
を
東
源
寺
と
改
め
た
。

更
に
、
清
瀬
村
の
円
福
寺
住
職
、
森
原
法

山
を
開
山
と
し
、
自
ら
は
二
世
と
な
っ
て

再
開
創
と
な
っ
た
。 

  

                        

石垣の一部に刻まれて
いる加島屋家中 

東源寺全景 

石垣に刻まれている寄付者名 

中央が如意輪観音 
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●
万
町 

 

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
の
西
南
部
に
あ
る
。
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
一
日
、
町
名

改
正
に
よ
り
町
名
が
成
立
。大
正
六
年（
一

九
一
七
）
八
王
子
市
制
施
行
を
経
て
今
日

に
至
る
。
江
戸
時
代
の
新
横
山
村
の
内
、

小
名
十
日
市
場
の
地
に
あ
た
る
。 

 

⑪
清
涼
山

長
心
寺 

寺
町 

宗
派 

曹
洞
宗 

恩
方
心
源
院
末 

本
尊 

釋
迦
牟
尼
佛 

寺
宝 

甲
子
大
黒
天 

 
 
 

瀧
見
観
世
音
菩
薩 

開
山 

禅
室
祖
参
大
和
尚 

開
基 

清
涼
庵
浄
刹
妙
信
禅
尼 

開
創 

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
） 

元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）
心

源
院
第
八
世
禅
室
祖
参
に
よ
っ
て
中
興
し
、

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
北

海
が
さ
ら
に
堂
宇
を
再
興
し
て
、
十
六
羅

漢
を
ま
つ
り
、
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
を
書

写
し
て
祈
念
奉
安
し
た
。
昭
和
二
〇
年
八

月
の
戦
災
に
よ
り
全
焼
。
昭
和
四
十
八
年

五
月
に
本
堂
を
再
建
、
平
成
五
年
五
月
客

殿
を
再
建
し
た
。
戦
前
、
本
尊
木
彫
揚
柳

観
音
坐
像
お
よ
び
大
黒
天
は
広
く
世
に
知

ら
れ
て
い
た
。 

   

                       

不動明王 

長心寺全景 本 堂 内 
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●
清
涼
殿 

 

長
心
寺
本
堂
地
下
に
は
、
檀
徒
各
家
の

家
内
安
全
、
火
盗
消
除
諸
縁
大
吉
禅
を
祈

念
し
、
遺
骨
を
収
め
た
霊
廟
清
涼
殿
が
あ

る
。
故
人
の
遺
徳
に
報
恩
感
謝
し
、
極
楽

往
生
を
祈
り
、
一
身
一
宗
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
す
る
た
め
で
あ
る
。 

  

●
甲
子
大
黒
天 

古
代
イ
ン
ド
で
は
、マ
ハ
ー
カ
ー
ラ（
偉

大
な
黒
い
者
）
と
呼
ば
れ
る
。
本
寺
の
大

黒
天
石
像
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

北
海
長
老
が
堂
宇
を
再
建
し
た
お
り
、
江

戸
の
石
工
に
彫
ら
せ
「
力
士
雷
電
ヲ
シ
テ

遷
座
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
六
十
日
に

一
度
の
甲
子
の
日
に
、
縁
日
が
開
か
れ
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
た
が
、
八
王
子
空
襲
の

戦
禍
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在

の
三
俵
大
黒
天
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九

五
五
）、
台
町
・
宮
崎
勝
五
郎
氏
の
寄
進
に

よ
る
も
の
で
仏
師
佐
藤
光
重
の
作
で
あ
る
。 

         

●
文
学
碑 

 

長
心
寺
入
口
の
左
に
は
、
文
学
碑
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。 

 
・
西
行
塚 

 
年
代
不
明
。
碑
面
の
文
字
は
、
平
安
以

来
代
々
蹴
鞠
、
和
歌
を
業
と
し
、
書
道
に

も
一
派
を
成
し
た
飛
鳥
井
家
の
人
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
も
の
。 

 ・
芭
蕉
句
碑 

 

明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
当
時
の

住
職
、
寛
誉
泰
道
に
よ
り
建
立 

 
 

「
西
行
の
草
鞋
も
か
か
れ
栢
の
露
」 

          

・
可
屋
句
碑 

「
涼
し
さ
や
月
下
に
な
ら
す
花
挟
み
」 

俗
名
滝
見
泰
道
。
八
王
子
の
近
代
俳
壇
を

代
表
す
る
一
人
。
鑓
水
の
永
泉
寺
に
も
可

屋
の
句
碑
が
あ
る
。 

「
し
ば
ら
く
は
夢
の
か
り
き
る
は
な
衣
」 

        

芭蕉句碑 

甲子大黒天 

瀧見観音像 
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●
広
徳
館
跡 

（
自
由
民
権
運
動
活
動
拠
点
）  

 
 

明
治
十
一
年
末
、
藩
閥
政
治
に
対
抗
し

て
自
由
民
権
運
動
が
お
こ
り
各
地
に
広
が

っ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
、

板
垣
退
助
を
総
理
と
し
た
「
自
由
党
」
が

結
党
さ
れ
た
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

八
王
子
で
も
有
志
が｢

共
立
会｣
を
設
立
。

当
境
内
に
あ
っ
た
蟠
龍
館
に
「
広
徳
館
」

を
開
設
し
、
自
由
党
の
根
拠
地
と
し
て
活

動
を
展
開
し
た
。 

            

●
寺
町 

 

江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
続
く
町
名
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
町
村
分
合
に

よ
り
八
王
子
寺
町
と
な
る
。
明
治
二
十
二

年
（
一
八
八
九
）
八
王
子
町
制
施
行
に
よ

り
再
び
寺
町
と
な
っ
た
。
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
十
月
一
日
、
町
名
改
正
に
よ
り

町
名
が
確
定
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

八
王
子
市
制
施
行
を
経
て
今
日
に
至
る
。 

新
編
武
藏
風
土
記
稿
に
「
寺
院
多
く
た
つ

る
地
な
れ
ば
寺
町
の
名
あ
り
と
云
」
と
あ

る
。 ⑫

仏
法
山
徳
善
院

興
林
寺 

 

子
安
町 

宗
派 

浄
土
宗 

大
横
町
極
楽
寺
末 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

 
 
 

青
石
塔
婆 

開
山 

本
蓮
社
願
誉
興
阿
林
忠
天
龍
大
和
尚 

開
基 

鎌
倉
時
代 

開
創 

天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
） 

現
在
の
本
堂
は
、昭
和
四
十
年
代
再
建
。 

八
王
子
往
還
（
後
の
絹
の
道
）、
鎌
倉
往
還

の
枝
道
で
あ
っ
た
。
小
野
路
（
最
古
の
甲

州
道
）、
ま
た
川
越
往
還
も
近
く
を
通
り
、

か
つ
て
は
こ
の
場
所
が
往
還
の
重
要
な
地

点
で
あ
っ
た
と
い
う
。
更
に
、
江
戸
時
代

に
は
、
甲
州
道
に
対
す
る
南
の
脇
道
と
し

て
、
千
人
町
を
避
け
た
町
人
達
の
道
で
も

あ
っ
た
。 

                 

興林寺全景 

阿弥陀如来 

墓地入口左の塀に史跡・広徳館跡の
碑文が嵌めこまれている 
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●
弘
安
の
板
碑 

山
門
を
入
る
と
左
側
に
市
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
の「
青
石
塔
婆 

弘
安
の
板
碑
」

が
屋
根
囲
い
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
板
碑
は
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
建
立
さ
れ
た
。
大
正
の
中
頃
、
歴
代
住

職
の
墓
地
に
頭
部
が
少
し
見
え
る
状
態
で

埋
没
し
て
い
る
も
の
を
掘
り
出
し
て
保
存

し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

高
さ
百
十
一
㎝
、
幅
三
十
六
㎝
、
厚
さ

五
㎝
の
板
状
の
緑
泥
片
岩
で
作
ら
れ
、
頭

部
の
山
形
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
部
に

刻
ま
れ
た
阿
弥
陀
の
梵
字
は
見
事
で
あ
る
。

下
部
に
は
、
造
立
年
代
を
二
行
に
割
り
書

き
し
、
最
下
部
の
中
央
に
供
養
者
「
禪
尼

覺
心
」
の
名
が
み
ら
れ
る
。
連
坐
の
下
に

記
さ
れ
た
大
日
三
種
悉
地
真
言
は
全
国
的

に
み
て
も
稀
少
な
例
で
あ
る
。 

 

郷
土
資
料
館
所
蔵
の
文
永
八
年
（
一
二

七
一
）
の
板
碑
に
次
ぐ
、
鎌
倉
時
代
の
資

料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 

  

                        

●
灯
籠
伝
説 

こ
の
灯
籠
は
、
大
久
保
長
安
が
佐
渡
金

山
奉
行
の
折
、
上
杉
謙
信
か
ら
譲
り
受
け

た
が
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
大
久

保
家
が
断
絶
し
た
後
、
徳
川
将
軍
の
威
光

を
は
ば
か
り
、
興
林
寺
裏
手
の
竹
藪
に
隠

し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
灯
籠
は
安
置
さ

れ
、
お
参
り
に
来
た
八
日
市
宿
の
甲
州
屋

伝
左
衛
門
が
撫
で
擦
っ
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
、

運
が
開
け
た
。
以
来
、「
開
運
灯
籠
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
一
説
に
は
、
小
門
宿
の

大
久
保
長
安
屋
敷
に
あ
っ
た
上
杉
謙
信
遺

愛
の
石
灯
籠
で
、
大
久
保
家
が
断
絶
し
た

時
に
こ
の
寺
に
運
ば
れ
た
と
云
わ
れ
て
い

る
。 

       
弘安の板碑 

板碑の銘文 

謙信遺愛の石燈籠 
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●
子
育
地
蔵
尊 

 

興
林
寺
に
入
る
左
側
石
垣
の
一
角
に
は
、

子
育
地
蔵
尊
が
祠
に
入
っ
て
安
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
地
蔵
尊
は
、
以
前
子
安
公
園

か
ら
市
の
区
画
整
理
や
公
園
造
成
に
よ
り

こ
の
寺
に
移
動
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
地
の

集
落
で
は
、
昔
か
ら
地
蔵
講
が
続
け
ら
れ

て
き
た
。
今
で
も
講
の
日
に
は
、
近
所
の

子
ど
も
達
に
菓
子
な
ど
を
配
り
、
行
事
と

し
て
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
人
々
が
お
参

り
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
。 

            

         

●
小
野
路
往
還 

 

興
林
寺
南
側
の
道
が
小
野
路
と
い
わ
れ

る
道
で
、
八
王
子
駅
南
口
の
前
か
ら
山
田

川
の
小
野
路
橋
を
通
り
、
小
野
路
へ
行
く

道
で
あ
る
。
戦
国
期
以
来
の
道
の
名
で
あ

る
。 

        

                        

子育て地蔵尊の祠 

小野路道 子育て地蔵尊 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
千
人
同
心 

・
八
王
子
の
板
碑 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
市
石
像
物
組
合
調
査
報
告 

・
八
王
子
と
鉄
道 

・
日
本
総
合
図
録 

・
八
王
子
と
日
野
の
歴
史 

・
江
戸
時
代
の
八
王
子
宿 

・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
エ
イ
ト 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
江
戸
東
京
梵
鐘
銘
文
集 

・
信
松
院
の
し
お
り 

・
東
京
都
教
育
庁
資
料 

・
自
然
科
学
と
博
物
館
第
三
十
四
巻 

・
セ
ピ
ア
色
の
風
景 

・
歴
史
散
歩
事
典 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 
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